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Fig. 4 Screen of selection first problem.
図 5 問 題 画 面





















Fig. 6 Screen of selection simplify problem.
図 7 差分注視画面
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図 8 システムによる演習のフロー
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表 2 高等専門学校生へのアンケート
Table 2 Questionnaire to the national college
students.
図 10 高等専門学校生へのアンケート結果


































だ平均時間は 46.98秒 (S.D. = 82.25)であった．1人










(S.D. = 3.17)，不正解数 18.43 (S.D. = 10.60) 問と
なる．また，一人あたりが解いた問題の種類は 5.98問




































問題数は 29.42 問 (S.D. = 11.22)，平均正解数は
5.29 問 (S.D. = 2.87)，平均不正解数は 22.37 問
(S.D. = 9.56)，一問にかかった平均時間は 38.14 秒
(S.D. = 60.52)であり，一人あたりの取り組んだ問題












は 9.47 問 (S.D. = 7.24)，平均不正解数は 8.31 問
(S.D. = 6.59)，一問にかかった平均時間は 111.43秒
(S.D. = 185.83) であり，一人あたりの取り組んだ問












数は 19.86 問 (S.D. = 11.03)，平均正解数 1.60 問
(S.D. = 0.92)，平均不正解数 16.34問 (S.D. = 9.73)，
一問にかかった平均時間は 58.45秒 (S.D. = 82.33)で
あり，一人あたりの取り組んだ問題の種類は 6.34 問
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図 11 自己克服型学習者のアンケート結果
Fig. 11 Result of questionnaire to the self-conquest
learner.
図 12 課題顕在型学習者のアンケート結果
Fig. 12 Result of questionnaire to the problem
concept learner.
図 13 後進型学習者のアンケート結果
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